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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】令和1年8月22日(2019.8.22)

【公表番号】特表2018-535704(P2018-535704A)
【公表日】平成30年12月6日(2018.12.6)
【年通号数】公開・登録公報2018-047
【出願番号】特願2018-511412(P2018-511412)
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【手続補正書】
【提出日】令和1年7月12日(2019.7.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
マクロ多孔質ハイドロゲルを提供するための方法であって、以下の工程、
ａ）第１及び第２の溶質を含む水溶液を提供する工程であって、ここで
ｉ）該第１の溶質が、ポリエチレングリコール（ＰＥＧ）の架橋可能な誘導体及びポリオ
キサゾリン（ＰＯｘ）の架橋可能な誘導体から選択される架橋可能なポリマーであり；及
び
ｉｉ）該第２の溶質が、ヒアルロナン、マンヌロナン、カラギーナン、ヘパリン、コンド
ロイチン硫酸、デキストラン、ヒドロキシプロピルデキストラン、ペクチン、アルギン酸
塩、ジェランガム、セルロース、メチルセルロース、エチルセルロース、アセチルセルロ
ース、デンプン及びヒドロキシプロピルデンプンを含む群から選択される多糖類コスモト
ロピック試薬であって、前記水溶液中の前記多糖類コスモトロピック試薬の濃度が０．１
～５０％（ｗ／ｖ）であり；及び
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ｂ）前記架橋可能なポリマーを架橋することができる架橋試薬を前記混合物へ添加し、そ
れにより前記架橋可能なポリマーのゲル化及び相分離を同時に開始する工程
を含む、マクロ多孔質ハイドロゲルを提供するための方法。
【請求項２】
前記架橋可能なポリマーが、
ａ）直鎖又は星型のポリエチレングリコール、ポリエチレングリコールジブロックコポリ
マー及びポリエチレングリコールトリブロックコポリマーを含む群；又は
ｂ）ポリメチルオキサゾリン、ポリエチルオキサゾリン、ポリプロピルオキサゾリン及び
ポリブチルオキサゾリンを含む群；又は
ｃ）直鎖又は星型のポリオキサゾリン及びオキサゾリンのコポリマーを含む群；又は
ｄ）部分的に加水分解されたポリ２－メチルオキサゾリン又はポリ２－エチルオキサゾリ
ンを含む群
ｅ）一方がポリエチレングリコールであり、及び他方がポリエチレン（ＰＥ）、ポリ乳酸
（ＰＬＡ）、乳酸－グリコール酸共重合体（ＰＬＧＡ）、ポリε－カプロラクトン（ＰＣ
Ｌ）及びポリスチレンを含む群から選択される、２つのモノマーのブロックで構成される
ポリエチレングリコールジブロックコポリマー
ｆ）一方がポリエチレングリコールであり、及び他方がポリプロピレングリコール（ＰＰ
Ｇ）及び乳酸－グリコール酸共重合体（ＰＬＧＡ）から選択される、２つのモノマーのブ
ロックで構成されるポリエチレングリコールトリブロックコポリマー
から選択される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
前記架橋可能なポリマーが、アクリレート、メタクリレート、アクリルアミド、ビニルエ
ステル、マレイミド、ビニルスルホン、アルキン、アジド、アルデヒド及びチオール部分
を含む群から選択される反応性部分を含む、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
前記架橋可能なポリマーがビニルスルホンで修飾され、及び前記架橋試薬が、
ａ）２つのチオール（－ＳＨ）部分を含む短いリンカー分子；及び
ｂ）１級チオール（－ＣＨ２ＳＨ）部分を含む星型のポリエチレングリコール又は１級チ
オール（－ＣＨ２ＳＨ）部分を含む直鎖のポリエチレングリコール：及び
ｃ）２～１００アミノ酸を含むペプチドであって、ここで前記アミノ酸の２つがシステイ
ンであるペプチド；及び
ｄ）２つのシステインを含むタンパク質、
を含む群から選択される、
請求項１～３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
前記架橋可能なポリマーの分子量が１，０００～１，０００，０００ｇ／ｍｏｌである、
請求項１～４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
前記水溶液中の前記架橋可能なポリマーの濃度が０．５～１０％（ｗ／ｖ）である、請求
項１～５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
前記水溶液が、前記ポリエチレングリコールの架橋可能な誘導体を０．５～３％（ｗ／ｖ
）又は前記ポリオキサゾリンの架橋可能な誘導体を４～１０％（ｗ／ｖ）含む、請求項１
～６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
前記多糖類コスモトロピック試薬が、ペクチン、アルギン酸塩、ジェランガム、セルロー
ス、ヒアルロナン、マンヌロナン及びデキストランを含む群から選択される多糖類であり
、及びここで前記多糖類が、１，０００ｇ／ｍｏｌ～１０，０００，０００ｇ／ｍｏｌの
範囲の分子量によって特徴づけられる、請求項１～７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
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前記水溶液中の前記多糖類コスモトロピック試薬の濃度が、０．１～５％（ｗ／ｖ）であ
る、請求項１～８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
前記水溶液が、ヒアルロナンを０．１～１％、又はマンヌロナンを０．５～５％、又はデ
キストランを０．１～２０％、又はそれらの混合物を含む、請求項１～８のいずれか１項
に記載の方法。
【請求項１１】
前記架橋可能なポリマーが、ビニルスルホン部分で修飾した２０ｋＤａの４アーム－ＰＥ
Ｇ－チオールであり、前記多糖類がマンヌロナンであり、及び前記架橋試薬がマトリック
スメタロプロテアーゼ切断可能ペプチドである、請求項１～１０のいずれか１項に記載の
方法。
【請求項１２】
前記水溶液がｐＨ７．０～８．０によって特徴づけられ；及び前記架橋試薬の添加を２０
～４０℃で行う、請求項１～１１のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１３】
架橋前に前記水溶液に細胞を添加する、請求項１～１２のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１４】
請求項１～１３のいずれか１項に記載の方法によって得られる、又は得ることができるマ
クロ多孔質ゲル。
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